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化学オリンピックって，なに?

正しくは，国際化学オリンピック

International Chemistry Olympiad (IChO)
国際科学オリンピックの一つ(資料1)
物理・化学・生物・地学・数学・情報・地理

これらに共通するのは，

問題に解答するスタイル

対象は高校生以下

国際大会(各国代表は数名)
理科については実験問題もあり



今日のお話の流れ(1)

1. 化学オリンピック
1) 国際科学オリンピックの全体紹介(資料1)
2) 化学オリンピックの紹介

2010年日本大会
沿革

日本と化学オリンピック

化学オリンピックに至る道

全国高校化学グランプリ



今日のお話の流れ(2)

2. 全国高校化学グランプリ(資料2)
1) 沿革

2) 最近の大会

3) 問題紹介

3. 化学オリンピックへの一歩: 化学をどう学ぶ
化学の考え方

実験の重要性

4. [付録]地学オリンピックの紹介



科学オリンピックの広がり



化学化学化学化学オリンピックオリンピックオリンピックオリンピック

2010年日本大会



国際化学オリンピック日本大
会(2010年)プログラム

7月20日(火) 開会式

国立オリンピック記念青少年総合センター
7月22日(木) 実験試験5時間，3問

早稲田大学西早稲田キャンパス
7月24日(土) 筆記試験5時間, 9問

東京大学駒場キャンパス
7月27日(火) 閉会式

早稲田大学大隈講堂

さよならパーティ



参加者について

参加国: 68国，他に4ヶ国がオブザーバー参加

参加生徒: 268名
主な表彰:金32名，銀58名，銅86名

付添教員(メンター，オブザーバー): 198名
ゲスト参加者: 37名



化学オリンピック2010
(日本開催)にて



化学化学化学化学オリンピックオリンピックオリンピックオリンピック

その沿革



化学オリンピックの歩み

1968 第1回大会(チェコスロバキア，プラハ)
参加国: チェコスロバキア，ハンガリー，ポーランド

参加生徒: 6名
問題: 筆記4問

1969 第2回大会(ポーランド)
参加国: 3ヶ国にブルガリアが加わる

参加生徒: 各国5名
問題: 筆記試験に加えて実験問題

1979年第11回大会まで東ヨーロッパで開催



化学オリンピック参加国数の推移

開催年



化学化学化学化学オリンピックオリンピックオリンピックオリンピック

日本と化学オリンピック



日本の参加まで

2003年アテネ大会 日本初参加

1980年代に参加を検討
1988年，1989年にオブザーバー派遣→見送り

1990年代後半から参加準備
1998年高校化学グランプリ試行

1999年全国高校化学グランプリとして定着

2001年，2002年にオブザーバー派遣



日本は不利?

9月から学年が始まる国々に有利
高校の授業が終ってから，参加出来る．

日本の高校では習わない内容の問題

形式が見慣れない

言語が異なる生徒同士の競争のため，解答は数

字，化学式，構造式などに限定される．

実験重視

中学・高校での開講が減り気味?



日本代表の成果

2003年 ギリシア 銅2 敢闘2
2004年 ドイツ 金1 銅3
2005年 台湾 銀1 銅3
2006年 韓国 金1 銀3
2007年 ロシア 銅4
2008年 ハンガリー 銅4
2009年 イギリス 金2 銀1 銅1
2010年 日本 金2 銀2
2011年 トルコ 金1 銀3



化学化学化学化学オリンピックオリンピックオリンピックオリンピック

化学オリンピックへの道



化学オリンピック代表への道

代表4名
↑

代表最終選抜合宿 3月下旬
代表最終候補8名

↑

代表候補一次選抜 1月上旬
代表候補20名

↑

全国高校化学グランプリ二次選考 8月下旬
二次選考進出者80名

↑

全国高校化学グランプリ一次選考 「海の日」

一次選考参加者約3000名



化学オリンピック代表の選考

• 全国高校化学グランプリ 代表候補20名
– 学年 高校2年以下

– 成績上位

• 支部推薦 若干名

• 1月上旬 選抜試験 代表最終候補8名へ
• 3月下旬 強化合宿+選抜試験 代表4名
• 4月下旬 強化合宿



代表(候補)への支援体制

• 代表候補

� 教材提供:大学教養クラスの教科書・参考書の

配布

• 代表最終候補

� チューターの選任:大学教員などによる支援

� 化学オリンピック組織委員会の準備問題の翻

訳と配布

� メーリングリストを通じての専門家による支援



全国高校化学グランプリと化学

オリンピック代表選抜の比較

• 全国高校化学グランプリ

– 日本のカリキュラムを意識しての出題

– 3年にチャンス

– 公開

• 化学オリンピック代表選抜

– 化学オリンピックを意識しての出題

– 2年以下が対象

– 非公開



化学オリンピックに向けて

化学グランプリを制する者，化学オリンピックを制す．



全国高校化学全国高校化学全国高校化学全国高校化学グランプリグランプリグランプリグランプリ

沿革



始まり

1998年秋 高校化学グランプリ試行

関東，東北地区のみ参加

2会場，132名
筆記(理論問題)

6問(解答時間3時間，記述式)
実験問題(3時間)

化学オリンピックを意識した構成

先端の化学と高校化学との接点



一次選考: 参加者数・会場数の推移





全国高校化学全国高校化学全国高校化学全国高校化学グランプリグランプリグランプリグランプリ

最近の大会から



全国高校化学グランプリ2011
一次選考

• 全国55会場
• 7/18/2011(海の日)
• 4問題(118解答枠)

• 基礎化学

• 物理化学

• 無機化学

• 有機化学

• 解答時間150分
• マークシート式

写真は2008年一次選考のものです．



2010年一次選考の得点分布



全国高校化学グランプリ2011
二次選考(予定)

• 8/19(金), 20(土)
• 慶應義塾大学日

吉キャンパス

• 80名
• +α(講演会・見学

会など)
写真は2008年の二次選考のものです．



2010年二次選考の得点分布



二次選考: 得点分布



全国高校化学全国高校化学全国高校化学全国高校化学グランプリグランプリグランプリグランプリ

問題紹介



基礎化学(第1問として出題)
• 2010年 電気化学，電気分解，電極電位

• 2009年 ごみ，燃焼熱，熱化学

• 2008年 化学史，フロギストン説，原子量，

ルイス酸

• 2007年 期待，大気圧

• 2006年 地球大気の進化，アルゴンの発見

• 2005年 安定同位体

• 2004年 金属錯体の分子構造



チャレンジの前に

高校教科書・参考書による高校化学の学習

長文の読解力

題材は現代化学の最先端についてのものが多い

が，問題文中の解説文をていねいに読み込め

ば，出題者の意図が理解出来る．

マークシート式で解答






